
計 92 81

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

環境保全調査費 91 80

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

職員旅費 1 1

-

- (        -         ) (        -         ) (       -        )

単位当たり
コスト

　　　　-　　　　　　　（円／　　　　　　　　） 算出根拠 -

順応的な保全管理体制の構築
（科学委員会を通じた順応的な保全管理等を行
う事業のため、定量的な活動指標を示すことは
困難）

活動実績

（当初見込
み）

-
- - -

-

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 21年度 22年度 23年度 24年度活動見込

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

23年度
目標値

（　　年度）

遺産地域等の適切な保全管理
（遺産地域等の適切な保全管理を図る事業のた
め、定量的な成果目標を示すことは困難）

成果実績 - - - - -

達成度

成果指標 単位 21年度 22年度

％ - -

執行率（％） 100 93 96

執行額 79 100 81

計 79 108 84 92 81

0 0 0

繰越し等 0 0 0 0

25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 79 108 84 92 81

補正予算 0

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　既登録地の「屋久島」、「白神山地」及び「知床」については、植生の変化やシカの食害など長期的なモニタリングを実施し、その
結果を科学委員会を通じて対策に反映させる順応的な保全管理を一層充実させる。特に「屋久島」、「白神山地」については現状
の課題等を踏まえて管理計画を改定し適切な保全管理の実施を図る。また「知床」については気候変動モニタリング等の諸課題
について科学委員会等の検討を踏まえて適切な事業の実施を図る。
　平成23年度に新たに登録された「小笠原諸島」については、順応的な管理を推進するとともに、外来種対策の継続や観光利用
の適正管理などの遺産登録時の勧告に適切に対応するため、科学委員会や地域連絡会議の体制の強化等を行う。また、候補
地の「琉球諸島」については、世界遺産の新規登録に向けた必要な価値の整理や保全措置を講じる。

実施方法 ■直接実施　　　　　■委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
世界遺産条約第４，５条

関係する計
画、通知等

-

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程

度以内）

　「世界遺産条約」では、自国の領土内に存在する顕著な普遍的価値を有する物件を認定し、世界遺産として認められた価値に
ついては将来にわたって保全することが国際的な責務とされている。このため、既登録地の「屋久島」、「白神山地」、「知床」、平
成23年度に新たに登録された「小笠原諸島」において順応的保全管理を推進するとともに、候補地の「琉球諸島」の新規登録を
目指す。

事業開始・
終了(予定）年度 平成21年度 担当課室 自然環境計画課 課長　塚本　瑞天

会計区分 一般会計 施策名 ５－２　自然環境の保全・再生

事業番号 １７１
　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(環境省)

事業名 遺産地域等貴重な自然環境保全推進費 担当部局庁 自然環境局 作成責任者



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

関連する過去のレビューシートの事業番号

170 162

抜
本
的
改
善

世界遺産地域を適切に保全することは重要であるが、「国立・国定公園総点検事業費」の一部として統合し、効率的な事業実施
に努めるべき。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮
減

WGの開催回数及び現地調査に係る巡視員・調査補助員の人数を見直し、事業の効率的な実施に努めることにより、概算要求額
を減額。

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

点
検
結
果

・世界遺産登録地域を適切に保全管理することは、国の義務とされており、国が中心となって自治体等関係機関と調整を図りながら保全管
理を推進しているところ。
適切な保全管理が行われない場合、、世界遺産としての価値が損なわれ、ガラパゴス諸島のように危機遺産リストに掲載される恐れがあ
る。外来種問題、シカによる食害、オーバーユース、気候変動の及ぼす影響等の課題について、モニタリング結果や科学委員会の検討結
果等を踏まえ、計画的かつ適切な事業の実施に努めてきているが、世界遺産としての価値を維持するためには更に取組を推進する必要が
あるため、必要に応じて管理計画等を見直しつつ適切かつ効率的な事業の推進に努める。
・遺産地域の保全管理を行う各地域の関係機関が相互の情報共有を行い、世界遺産地域全体の保全管理のレベル向上に努めるととも
に、各地域のレベル向上を通じて効率的な事業執行ができるよう努めた。事業執行にあたっては、引き続き、情報共有等を通じた効率的な
執行に努める。
・遺産候補地である琉球諸島については、世界遺産の新規登録に向けた必要な価値の整理や保全措置など、既登録地の保全管理の情報
も共有しつつ登録実現に向けた取組を効率的に推進するよう努めるとともに、関係機関との調整を図りながら地域の現状にあった適切な対
応を行う必要がある。

予算監視・効率化チームの所見

―
類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担と
なっているか。

－ 　※類似事業名とその所管部局・府省名

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

・科学委員会における検討結果等を踏まえ、順応的で、
適切かつ効率的なな保全管理等を行っている。
・外来種対策やモニタリング調査等の実施にあたって
は、実施計画等を策定し、計画的な事業の実施に努め
ている。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

・支出先の選定にあたっては、透明性・公平性・競争性
を確保するため、一般競争契約や随意契約・参加者確
認公募方式、随意契約・企画競争方式を導入している。

― 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

― 受益者との負担関係は妥当であるか。

― 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。 ・世界遺産登録地域を適切に保全管理することは締約
国の義務である。
・世界遺産としての価値が損なわれ、ガラパゴス諸島の
ように危機遺産リストに掲載されないよう、適切な保全
管理を行う必要がある。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
となっていないか。

― 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 評価に関する説明



資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

※平成23年度実績を記入　　

環境省 

８１百万円 

自然遺産登録地4地域について順応的保全
管理を実施するとともに、候補地「琉球諸島」
について推薦に向けた価値の整理や保全措
置を実施 

A.（財）自然環境研究センター 

３．２百万円 

【一般競争】 
第35回世界遺産委員会の審議参画
に伴う対処方針作成支援、会期中の
情報収集・整理・分析 

関東地方環境事務所 

１１．１百万円 

J.（株）プレック研究所 

１１百万円 

【企画競争】 

小笠原諸島世界自然遺産推薦地における
順応的管理の検討 

那覇自然環境事務所 

１９．１百万円 

N.（財）自然環境研究センター 

８．２百万円 

【総合評価】 

琉球諸島の世界自然遺産登録に向けた方
針検討及び情報整備等 

O.民間会社、公益法人（４社） 

１．２百万円 

【少額随契】 

奄美地域の国立公園指定に向けた推進業

務 

P.民間会社（２社） 

３．７百万円 

【一般競争】 

琉球弧における自然自然を活用した地域
づくりに向けた地域ネットワーク構築等 

釧路自然環境事務所 

２５．６百万円 

C.民間会社、公益法人等（４社） 

１９．９百万円 

【一般競争】 

知床世界自然遺産地域における保全状況
検討、情報収集等 

東北地方環境事務所 

９．３百万円 

D.NPO法人北の海の動物センター 

３．８百万円 

【参加者確認公募方式】 

日露隣接地域における生態系保全調査 

E.民間会社、公益法人（４社） 

１．９百万円 

【少額随契】 

知床世界自然遺産地域における植物相調

査、IUCN勧告対応等 

K.総合企画（株） 

２．９百万円 

【一般競争】 

屋久島世界遺産地域科学委員会の運営 

L.アジア航測（株） 

７．３百万円 

【企画競争】 

屋久島における絶滅危惧種保護管理方策

の検討 

M.（有）セネコム 

０．４百万円 

【少額随契】 

モニタリング機材購入 

九州地方環境事務所 

１０．６百万円 

F.（株）地域環境計画（東北支社） 

３．７百万円 

【一般競争】 

白神山地世界遺産地域の管理計画改訂検

討業務 

G.（財）日本森林林業振興会 

２．５百万円 

【不落随意契約】 
白神山地自然環境保全地域の自然環境情
報の把握、違反行為及び入山マナーに反す
る行為の確認、指導等 

H.民間会社等（３社） 

２．５百万円 

【少額随契】 

白神山地自然環境保全地域巡視業務、モ
ニタリング関連業務等 

Q.鹿児島大学 

６百万円 

【企画競争】 

琉球弧の世界自然遺産登録に向けた科学
的知見に基づく管理体制の構築 

I.民間会社等（15社） 

０．６百万円 

【少額随契】 

上記の他、業務遂行上必要な経費 

B.（財）自然環境研究センター 

０．７百万円 

【少額随契】 

世界遺産条約採択４０周年記念最終
会合対処方針の作成 

※その他諸経費 １．４百万円 

※その他諸経費 ０．１百万円 



植生図GIS作成、専門家会議、シンポ
ジウム　延べ50人日

1.6

旅費
専門家会議、ロシア側専門家招聘、
打ち合わせ

1.3

計 3.7 計 7.3

受注者負担分 ▲ 1.5 受注者負担分 ▲ 0.1

消費税及び地方消費税 0.2 消費税及び地方消費税 0.4

一般管理費 1.8 一般管理費 0.9

会議費 WG開催に伴う会場費　延べ３回 0.01 諸謝金 ヒアリング 0.02

諸謝金 WG　延べ７人 0.01 印刷製本費 報告書　10部 0.04

旅費 WG打ち合わせ、準備、運営 0.1 借料及び損料 レンタカー　28回 0.18

その他 その他 0.18 旅費 情報収集・現地調査、打ち合わせ 1.76

人件費 管理計画検討WGの準備及び運営 2.9 人件費
計画策定準備、情報収集、絶滅危惧種抽出、分布計画立
案及び調査等　延べ159人 4.1

F.（株）地域環境計画（東北支社） L.アジア航測（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 3.8 計 2.9

受注者負担分 ▲ 0.7

消費税及び地方消費税 0.19 消費税及び地方消費税 0.1

一般管理費 0.2 備品費 会議・説明会用　プロジェクター、スクリーン、PC 0.1

会議費
専門家会議等に係る会議室借料、お
茶代　延べ２回

0.01 謝礼金 科学委員会　延べ16人 0.3

0.6

消耗品費 衛星画像　６枚 0.2 人件費 科学委員会等運営人員　延べ11人日 0.5

科学委員会出席、打ち合わせ 1.4

会議費
科学委員会会議室借料（３回）、議事録作成費
3式

0.6

諸謝金 専門家会議等　延べ７人 0.3 印刷製本費 会議資料、報告書

人件費

D.NPO法人北の海の動物センター K.総合企画株式会社

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

旅費

計 15.2 計 11

消費税及び地方消費税 0.7 消費税及び地方消費税 0.52

一般管理費 1.8 一般管理費 1.29

印刷製本費 会議資料、報告書、ニュースレター 0.4 通信運搬費 HP運営に係るプロバイダー経費 0.25

会議費
科学委員会等に係る会議室借料　延
べ６回

0.4 諸謝金 科学委員会委員等　延べ32人 0.52

諸謝金 科学委員会等　延べ55人 1.0 印刷製本費 会議資料、ニュースレター 0.53

旅費 科学委員会、打ち合わせ 3.4 旅費 会議出席、打ち合わせ 1.15

人件費 科学委員会運営　延べ200人日 7.5 人件費 科学委員会、地域連絡会議等　延べ135人日 6.74

C.（財）知床財団 J.（株）プレック研究所

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 3.2 計 2.5

消費税及び地方消費税 0.15

一般管理費 0.39

印刷製本費 報告書等印刷製本費 0.02 消費税及び地方消費税 0.1

0.2

借料及び損料 事務実用スペース 0.15 一般管理費 0.3

研究主幹　８人日、研究員A　61人日 1.8 人件費 巡視 1.9

旅費 世界遺産委員会（パリ）参加旅費 0.69 その他 その他

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.（財）自然環境研究センター G.（財）日本森林林業振興会

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費



金　額
(百万円）

使　途費　目

計 0.0

金　額
(百万円）

費　目 使　途

計

0.3

印刷製本費 報告遺書１００部

計 0.0 計 0.0

金　額
(百万円）

使　途費　目

ヒアリング、現地調査

費　目 使　途
金　額

(百万円）

6

0.39

0.04

通信運搬費 意見交換会案内、報告書等送付 0.01

消費税及び地方消費税
人件費にかかる租税公課の消費税相
当額

諸謝金

旅費 ヒアリング、現地調査 2.23

雑役務費
ヒアリング等のテープ起こし、データ収
集・整理

1.0

人件費 事務補佐員 0.89

Q.鹿児島大学

費　目 使　途
金　額

(百万円）

消耗品費 図書、インクリボン、ファイル等 1.14

計 2.8

消費税及び地方消費税 0.1

その他 その他 0.07

会議費 フォーラム会場賃料等 0.02

諸謝金 延べ３人 0.04

印刷製本費
ポスター、チラシ、フォーラム配付資
料、報告書

0.1

旅費 フォーラム開催、打ち合わせ 0.57

外注費
・フォーラムの企画運営　（株）カルティベイト
・フォーラムの広報、会場調整、議事録作成　（株）アンカーリングジャパン
・フォーラム開催に伴う地元との調整　やんばる国頭の森を守り活かす連絡
協議会

1.1

人件費 主任技師　８人日、技師C　12人日 0.7

計 8.2

P.㈱国建

費　目 使　途
金　額

(百万円）

消費税及び地方消費税 0.4

一般管理費 0.7

印刷製本費 報告書等印刷製本費 0.1

室内作業 0.3

旅費 スタッフ旅費、専門家旅費 1.0

賃金

諸謝金 ヒアリング 0.1

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

N.（財）自然環境研究センター

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

人件費
上級研究員　６人日、研究主幹　20人日、主席
研究員　36人日、上席研究員　46人日、主任研
究員　19人日、研究員　35人日

5.6

計 0.0

一般管理費 0.1

計 0.0



支出先上位１０者リスト
A.

B.

C.

D.

E.

F.

G.

H.

I.

J.

-

-

-

-

-

-

-

-

-

少額随契

少額随契

少額随契

少額随契

少額随契

2

3

4 少額随契

0.05

0.03

0.02

0.02

0.01

0.4

0.02

0.1

0.1

支　出　額
（百万円）

携帯トイレ設置試験用プライベートテント購入

0.5 少額随契

少額随契

遺産地域泊ノ平モニタリングサイト案内業務

レンタカー代

図書購入

事務用品購入北沢産業（株）

白神マタギ舎

（株）トヨタレンタリース青森　弘前堅田店

（株）紀伊國屋書店弘前店

4

3 サンポット（株）青森営業

知床世界自然遺産パネルの作成

事務用品購入

ペレットストーブ移設工事

支　出　先 業　務　概　要

3

0.01 少額随契

（株）ヤマダ電機 事務用品購入

9 O.Dショップ　オーク 事務用品購入

8

0.01 少額随契

10 （株）トヨタレンタリース青森　弘前堅田店 レンタカー代

5

6

7

少額随契 -

1 （株）パスコ　衛星事業部 衛星画像購入 0.2 少額随契 -

2 （株）西衝器製作所

入札者数 落札率

白神マタギ舎 白神山地モニタリング試料の分類集積調査 0.53 少額随契 -

2 白神マタギ舎 白神山地自然環境保全地域の巡視業務（奥地地域） 0.95 少額随契

1 アジア航測（株）（仙台支店） 白神山地世界遺産地域モニタリング成果の管理方法検討 0.99 少額随契 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （財）日本森林林業振興会（青森支部） 白神山地自然環境保全地域の巡視業務 2.5 不落随契 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）地域環境計画（東北支社） 白神山地世界遺産地域の管理計画検討業務 3.7 5 90%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

（財）自然環境研究センター

（株）ライヴ環境計画

（株）丸三村田呉服店

IUCN勧告対応に係る英訳作成

少額随契 -

-

支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （有）ククマシステムデザイン 知床世界自然遺産地域における植物相調査 0.98 少額随契 -

落札率

NPO法人北の海の動物センター 日露隣接地域における生態系保全調査 3.8 参加者確認公募方式 -

入札者数

4 （株）環境コンサルタント 知床世界自然遺産地域における利用状況調査 1.6 2 56%

3 (財）知床財団 知床世界自然遺産地域におけるヒグマ対策関連調査 1.1 2 61%

2 NPO法人EnVision環境保全事務所 知床世界自然遺産地域における情報提供及びデータ収集 1.98 1 98%

1 （財）知床財団 知床世界自然遺産地域科学委員会運営業務 15.2 1 100%

支　出　先 業　務　概　要

支　出　先 業　務　概　要

1 （株）プレック研究所 小笠原諸島世界自然遺産推薦値における順応的管理の検討 11 企画競争 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （財）自然環境研究センター 第35回世界遺産委員会の審議参画に伴う対処方針作成支援、情報収集等 3.2 1 99%

1

支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

-

0.7 少額随契 -

入札者数 落札率

支　出　額
（百万円）

1 （財）自然環境研究センター 世界遺産条約採択４０周年記念最終会合対処方針の作成

支　出　先 業　務　概　要

支　出　先 業　務　概　要



K.

L.

屋久島における絶滅危惧種保護管理方策の検討

M.

N.

O.

P.

Q.

落札率

1 （有）セネコム モニタリング機材購入 0.4 少額随契 -

1 アジア航測（株） 7.3 企画競争 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 総合企画（株） 屋久島世界遺産地域科学委員会の運営業務 2.9 5 72%

支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

（社）奄美市シルバー人材センター

（社）奄美市シルバー人材センター

支　出　先 業　務　概　要

支　出　先 業　務　概　要

支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 鹿児島大学 琉球弧の世界自然遺産登録に向けた科学的知見に基づく管理体制の構築 6 企画競争 -

90%

2 いであ（株）沖縄支社 那覇自然環境事務所における業務等支援事業に関する派遣業務 0.9 1 100%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 ㈱国建 琉球弧における自然資源を活用した地域づくりに向けた地域ネットワークの構築 2.8 5

3 奄美市広報へのチラシ折り込み 0.08 少額随契 -

4 奄美市広報へのチラシ折り込み 0.08 少額随契 -

2 丸正印刷（株） 生物多様性関連パンフレットの増刷 0.1 少額随契 -

1 奄美自然学校 奄美地域の国立公園指定等推進業務 0.95 少額随契 -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （財）自然環境研究センター 琉球弧の世界史自然遺産登録に向けた方針検討及び情報整備等 8.2 1 95%

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率


